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電
源
開
発
促
進
税
の
あ
り
方
に
関
す
る
質
問
主
意
書

電
源
開
発
促
進
税
は
、
簡
素
で
効
率
的
な
政
府
を
実
現
す
る
た
め
の
行
政
改
革
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
三
十
六
条
第
二
項

及
び
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
第
九
十
一
条
第
一
項
に
基
づ
き
、
一
般
会
計
を
経
由
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
会
計
の
電
源

開
発
促
進
勘
定
に
繰
り
入
れ
ら
れ
て
き
た
。

そ
の
歳
出
項
目
は
、
電
源
立
地
対
策
費
、
電
源
利
用
対
策
費
、
原
子
力
安
全
規
制
対
策
費
や
独
立
行
政
法
人
へ
の
運
営
費
等

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
主
と
し
て
原
子
力
発
電
所
を
建
設
す
る
た
め
の
地
元
対
策
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ

る
。
電
源
開
発
促
進
税
は
電
気
料
金
に
上
乗
せ
す
る
形
で
広
く
国
民
か
ら
徴
収
さ
れ
て
い
る
が
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日

の
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
契
機
に
原
子
力
発
電
所
の
維
持
・
新
設
が
困
難
に
な
っ
た
現
状
を
鑑
み
れ

ば
、
そ
の
使
い
道
や
制
度
の
在
り
方
そ
の
も
の
に
つ
い
て
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

以
下
政
府
の
考
え
を
明
確
に
ご
回
答
い
た
だ
き
た
い
。

一

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
八
日
の
衆
議
院
本
会
議
で
、
茂
木
敏
充
経
済
産
業
大
臣
は
「
電
源
開
発
促
進
税
は
、
原
子
力
の

み
な
ら
ず
、
水
力
発
電
、
地
熱
発
電
等
の
設
置
の
促
進
な
ど
に
も
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
電
源
開
発

促
進
税
に
お
い
て
、
原
子
力
以
外
の
項
目
の
金
額
は
ご
く
一
部
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
現
状
で
は
、
電
源
開
発
促
進
税
に
よ

一



る
支
出
の
う
ち
、
原
子
力
発
電
へ
の
支
出
が
い
く
ら
で
そ
れ
以
外
の
電
源
へ
の
支
出
が
い
く
ら
か
と
い
う
こ
と
が
、
公
表
資

料
に
お
い
て
は
明
確
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。
電
源
開
発
促
進
税
の
支
出
に
つ
き
、
直
近
の
決
算
に
基
づ
き
電
源
別
に
内
訳
を

示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
今
後
は
電
源
別
に
数
値
を
取
り
ま
と
め
、
公
表
す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
、
政
府
の
見
解

を
示
さ
れ
た
い
。

二

我
が
国
の
ほ
と
ん
ど
の
原
発
が
停
止
し
て
い
る
現
状
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
電
源
開
発
促
進
税
の
電
源
立
地
対
策
費
で
実
際

に
行
っ
て
い
る
事
業
の
ほ
と
ん
ど
が
原
発
関
連
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
東
日
本
大
震
災
の
前
後
で
ほ
と
ん
ど
歳
出
規
模

は
変
わ
っ
て
い
な
い
（
平
成
二
十
二
年
度
三
千
四
百
六
十
三
億
二
千
二
百
四
十
四
万
三
千
円
、
平
成
二
十
三
年
度
四
千
七
十

五
億
五
千
二
百
五
十
四
万
三
千
円
、
平
成
二
十
四
年
度
三
千
百
三
十
五
億
三
千
三
百
十
万
四
千
円
、
平
成
二
十
五
年
度
三
千

二
百
二
十
一
億
五
千
三
十
五
万
円
）
。
む
し
ろ
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
原
子
力
安
全
規
制
対
策
費
と
い
う
項
（
平
成
二
十

四
年
度
百
四
十
九
億
二
千
百
七
万
円
、
平
成
二
十
五
年
度
二
百
九
十
億
四
千
二
百
十
七
万
千
円
）
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
を
踏

ま
え
れ
ば
、
原
発
関
連
へ
の
支
出
は
増
加
し
て
い
る
と
い
え
る
。
先
述
の
平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
八
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
茂
木
敏
充
経
済
産
業
大
臣
は
「
電
源
開
発
促
進
税
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
し
っ
か
り
と
検
証
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
」
と
も
答
弁
し
て
い
る
が
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、
国
民
的
に
原
子
力
発
電
所
の
新
設
・
推
進
に
否

二



定
的
な
意
見
が
多
い
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
原
発
を
中
心
と
し
た
電
源
開
発
促
進
税
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
見
直
し
の
必
要

性
に
迫
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
三
日
発
表
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
よ
る
世
論
調
査
結
果
で
は
「
原
発

は
減
ら
す
べ
き
」
と
「
原
発
は
全
廃
す
べ
き
」
が
�
�
�
�
％
）
。

我
が
国
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
積
極
的
に
推
進
す
る
方
針
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
電
源
開
発
促
進
税

の
大
半
が
事
実
上
原
発
の
関
連
事
業
に
利
用
さ
れ
て
い
る
状
況
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
例
え
ば
、
電
源
開
発
促
進
税
の
中
で

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
区
分
を
設
け
他
の
電
源
へ
の
充
当
を
禁
ず
る
と
い
っ
た
思
い
切
っ
た
制
度
設
計
に
基
づ
く

改
革
を
通
し
て
、
中
長
期
的
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
と
と
も
に
、
原
子
力
発
電
の
利
用
の
減
少
へ
向
け
て
舵

取
り
を
す
る
施
策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の
進
展
に
向
け
て
、
現
在
、
国
会
に
お
い
て
電
気
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
が
審
議
さ
れ

て
い
る
が
（
み
ん
な
の
党
で
は
、
対
案
と
し
て
電
力
自
由
化
推
進
法
案
を
参
議
院
に
提
出
し
て
い
る
）
、
原
子
力
発
電
所
の

維
持
の
た
め
の
周
辺
対
策
等
に
多
額
の
予
算
（
電
源
立
地
対
策
費
、
電
源
利
用
対
策
費：

平
成
二
十
二
年
度
二
千
八
十
五
億

九
千
三
百
四
十
万
四
千
円
、
平
成
二
十
三
年
度
二
千
七
百
三
十
一
億
千
百
二
十
五
万
九
千
円
、
平
成
二
十
四
年
度
千
六
百
七

十
九
億
六
千
九
百
九
十
五
万
八
千
円
、
平
成
二
十
五
年
度
千
六
百
九
十
六
億
八
千
八
百
四
十
八
万
六
千
円
）
が
使
わ
れ
て
い

三



る
現
状
の
ま
ま
で
は
、
原
発
を
持
つ
既
存
の
大
手
発
電
事
業
者
へ
の
事
実
上
の
優
遇
が
続
く
だ
け
で
あ
り
、
自
由
化
後
の
電

力
市
場
に
新
規
参
入
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
原
発
を
持
た
な
い
小
規
模
の
電
気
事
業
者
は
、
競
争
環
境
上
不
利
な
立
場
に

置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

先
述
の
平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
八
日
の
本
会
議
で
は
、
茂
木
敏
充
経
済
産
業
大
臣
は
「
電
力
自
由
化
の
推
進
と
原
子
力

政
策
の
今
後
の
あ
り
方
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
別
途
の
課
題
で
あ
り
、
電
源
開
発
促
進
税
を
は
じ
め
と
す
る
特
定
の
電
源
の
設

置
等
に
対
す
る
国
と
し
て
の
支
援
の
あ
り
方
を
見
直
す
こ
と
に
直
結
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、

電
力
自
由
化
と
そ
の
際
の
公
平
な
競
争
条
件
の
確
保
と
は
密
接
不
可
分
な
課
題
で
あ
る
。
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の
実
施
に
伴

い
、
原
子
力
発
電
所
を
持
つ
発
電
事
業
者
と
そ
の
他
の
発
電
事
業
者
と
の
公
平
な
競
争
条
件
の
確
保
の
た
め
、
電
源
開
発
促

進
税
の
運
用
に
関
し
て
も
、
新
規
事
業
者
の
参
入
を
促
進
す
る
た
め
の
格
差
是
正
措
置
を
導
入
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、

政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

四

電
源
開
発
促
進
勘
定
か
ら
は
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
を
経
て
な
お
、
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
、

原
子
力
安
全
基
盤
機
構
に
事
故
以
前
と
ほ
ぼ
同
じ
水
準
の
金
額
（
平
成
二
十
二
年
度
千
二
百
七
十
一
億
五
千
六
百
三
十
一
万

五
千
円
、
平
成
二
十
三
年
度
千
二
百
十
七
億
四
千
五
百
八
十
万
円
、
平
成
二
十
四
年
度
千
百
五
十
八
億
六
百
一
万
八
千
円
、

四



平
成
二
十
五
年
度
千
百
六
十
一
億
九
千
四
百
三
十
万
六
千
円
）
の
運
営
費
等
が
交
付
さ
れ
て
い
る
。
原
子
力
発
電
所
の
事
故

を
契
機
と
し
て
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
、
原
子
力
安
全
基
盤
機
構
へ
の
支
出
を
見
直
す
予
定
は
あ
る
か
。
具
体
的
に
示

さ
れ
た
い
。

ま
た
、
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
及
び
原
子
力
安
全
基
盤
機
構
に
は
、
経
済
産
業
省
等
の
省
庁
か
ら
の
い
わ
ゆ
る
「
天

下
り
」
や
そ
の
他
の
再
就
職
の
役
員
・
職
員
も
多
数
在
籍
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
人
に
当
該
役
員
・
職
員
は
何
名
在

籍
し
て
い
る
の
か
。
併
せ
て
、
出
身
母
体
で
あ
る
行
政
機
関
、
当
該
役
員
・
職
員
の
最
終
官
職
及
び
現
在
の
年
収
は
い
く
ら

で
あ
る
か
に
つ
い
て
も
明
確
に
示
し
た
う
え
で
、
い
わ
ゆ
る
「
天
下
り
」
や
そ
の
他
の
再
就
職
に
つ
い
て
の
政
府
の
見
解
を

示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

五


